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特長

 低ノイズ：固定出力電圧値に関わらず 20µVRMS

 78dBの PSRR（10kHz、VOUT ≤ 5V、VIN = 7V）
 入力電圧範囲：2.7V～40V
 最大出力電流：200mA
 初期精度：±1%
 ライン、負荷、温度に対する精度

 ±1.8%、TJ = −40ºC～+125ºC
 低ドロップアウト電圧：220mV

（200mA負荷、VOUT = 5V での代表値）

 プログラマブルなソフト・スタート（LFCSPのみ）

 低静止電流、IGND = 80µA（無負荷時での代表値）

 低シャットダウン電流：VIN = 6V 時に 1.8µA、
VIN = 40V 時に 3.0µA

 小型の 2.2µF セラミック出力コンデンサで安定

 固定出力電圧オプション：1.8V、2.5V、3.3V、5.0V
 調整可能な出力範囲：1.2V～VIN − VDO（出力は初期設定値

より大きい範囲で調整可能）

 高精度イネーブル

 2mm × 2mm、6ピン LFCSPパッケージ、および 5ピン

TSOT パッケージ

アプリケーション

 ノイズに敏感なアプリケーションのレギュレーション

 ADC および DAC 回路、高精度アンプ、VCO VTUNE制御

用電源

 通信およびインフラストラクチャ

 医療機器、ヘルスケア機器

 工業用機器、計測機器

概要 

ADPL44002 は、2.7V～40Vで動作し、最大 200mAの電流を出力

する CMOS 低ドロップアウト（LDO）リニア・レギュレータで

す。入力電圧の高いこの LDO は、39V～1.2V のレールで動作す

る高性能アナログ回路やミックスド・シグナル回路のレギュ

レーションに最適です。独自の最新アーキテクチャを採用して

高い電源電圧変動除去比と低ノイズを実現すると共に、小型の

2.2µFセラミック出力コンデンサを使って優れたライン過渡応答

と負荷過渡応答が得られます。ADPL44002 レギュレータの出力

ノイズは 20µVRMSで、5V 以下の固定オプション出力電圧に依存

しません。 

ADPL44002 には、4 つの固定出力電圧オプションがあります。

標準在庫品として、1.2V（調整可能）、1.8V、2.5V、3.3V、

5.0V の電圧の製品を提供しています。 

各固定出力電圧は、外付けの帰還分圧器を使用して初期設定値よ

り高い電圧に調整できます。これにより、ADPL44002 は 1.2V～

VIN − VDOの出力電圧を高 PSRR と低ノイズで提供します。 

LFCSP パッケージでは、外付けコンデンサを使用したプログラ

マブルなソフト・スタートが利用可能です。 

ADPL44002 は 6 ピンの 2mm × 2mm LFCSP パッケージを採用し

ており、非常に小型のソリューションであるだけでなく、フッ

トプリントが小さく低プロファイルのパッケージで、200mA ま

での出力電流を必要とするアプリケーションに対して優れた熱

性能を提供します。ADPL44002 には、5 ピンの TSOT パッケー

ジも用意されています。 

日本語参考資料 

最新版英語データシートはこちら 

https://www.analog.com/jp/index.html
https://www.analog.com/jp/products/adpl44002.html
https://www.analog.com/media/en/technical-documentation/data-sheets/adpl44002.pdf
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代表的なアプリケーション回路 

図 1. 固定出力電圧 5V の ADPL44002 図 2. 5V 出力を 6V に調整した ADPL44002 

https://www.analog.com/jp/index.html
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仕様 

表 1. 電気的特性 

（特に指定のない限り、VIN = VOUT + 1V または 2.7V（いずれか大きいほう）、VOUT = 5V、VEN = VIN、IOUT = 10mA、CIN = COUT = 2.2µF、
CSS = OPEN、代表値は TA = 25ºC での値、最大値／最小値は TJ = −40ºC～+125ºC での値。） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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（特に指定のない限り、VIN = VOUT + 1V または 2.7V（いずれか大きいほう）、VOUT = 5V、VEN = VIN、IOUT = 10mA、CIN = COUT = 2.2µF、
CSS = OPEN、代表値は TA = 25ºC での値、最大値／最小値は TJ = −40ºC～+125ºC での値。） 

表 2. 入力容量と出力容量の推奨仕様 

1 100µA と 200mA の負荷を使用したエンドポイント計算に基づきます。1mA 未満の負荷に対する代表的な負荷レギュレーション性能については、図 6を
参照してください。 

2 ドロップアウト電圧は、入力電圧を公称出力電圧に設定したときの入力電圧と出力電圧間の電圧差として定義されます。ドロップアウト電圧は、2.7Vを

超える出力電圧に対してのみ適用されます。 
3 スタートアップ時間は、EN の立上がりエッジから OUTが公称値の 90%になるまでの時間として定義されます。 
4 電流制限の閾値は、出力電圧が規定代表値の 90%に低下する電流値として定義されます。例えば、5.0V出力電圧の電流制限値は、出力電圧が 5.0V の

90%（4.5V）に低下する電流値として定義されます。 

1 最小入力容量と最小出力容量は、全動作範囲で 1.5µFより大きい必要があります。最小容量規定値を確実に満たすようにするため、デバイス選択時にア

プリケーションの動作条件の全範囲を考慮する必要があります。X7R タイプと X5R タイプのコンデンサの使用を推奨します。Y5Vコンデンサと Z5Uコ

ンデンサはすべての LDO に推奨できません。 

https://www.analog.com/jp/index.html
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絶対最大定格

表 3. 絶対最大定格 

上記の絶対最大定格を超えるストレスを加えるとデバイスに恒久的な損傷を与えることがあります。これらはストレス定格のみを定めた

ものであり、この仕様の動作のセクションに記載する規定値以上でデバイスが正常に動作することを示唆するものではありません。デバ

イスを長時間にわたり絶対最大定格状態に置くと、デバイスの信頼性に影響を与えることがあります。 

熱データ 

絶対最大定格は、組み合わせではなく個別に適用されます。ジャンクション温度を超えるとADPL44002は損傷を受けることがあります。

周囲温度を監視しても、TJ が仕様規定の温度内とは限らない場合があります。消費電力が大きく、熱抵抗が高いアプリケーションでは、

最大周囲温度を下げる必要があります。 

中程度の消費電力で、プリント回路基板（PCB）の熱抵抗が低いアプリケーションでは、ジャンクション温度が規定値内にある限り、最

大周囲温度がこの最大値を超えてもかまいません。デバイスのジャンクション温度は、周囲温度、デバイスの消費電力（PD）、パッケー

ジのジャンクション–周囲間の熱抵抗（θJA）に依存します。 

最大 TJは次式を使って TAと PDから計算されます。 

https://www.analog.com/jp/index.html
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パッケージの θJAは、4層ボードを使ったモデリングと計算に基づいています。θJAは、アプリケーションとボード・レイアウトに大きく依

存します。最大消費電力が大きいアプリケーションでは、ボードの熱設計に細心の注意が必要です。θJAの値は、PCB 材料、レイアウト、

環境条件に応じて変化します。θJAの規定値は、4 インチ × 3 インチの 4 層回路ボードに基づいています。ボード構造については JESD51-7
と JESD51-9 を参照してください。 

ΨJB はジャンクション–ボード間のサーマル・キャラクタライゼーション・パラメータで、単位は ºC/W です。パッケージの ΨJB は、4 層

ボードを使ったモデリングと計算に基づいています。JESD51-12「Guidelines for Reporting and Using Electronic Package Thermal Information」
には、サーマル・キャラクタライゼーション・パラメータは熱抵抗と同じではないと記載されています。ΨJB は、熱抵抗（θJB）の場合の

ように 1つのパスではなく、複数のサーマル・パスを通過する電力成分を表します。したがって、ΨJBサーマル・パスには、パッケージ上

面からの対流、パッケージからの放射、実際のアプリケーションで ΨJB を有効にしているファクタなどがあります。最大 TJ は次式を使っ

てボード温度（TB）と PDから計算されます。 

ΨJBの詳細については、JESD51-8 と JESD51-12 を参照してください。 

熱抵抗
θJA、θJC、ΨJBは最も厳しい条件、すなわち、回路基板に表面実装パッケージをハンダ付けした状態で仕様規定しています。 

表 4. 熱抵抗 

1 N/Aは該当なしを意味します。 

ESD に関する注意 
ESD（静電放電）の影響を受けやすいデバイスです。 
電荷を帯びたデバイスや回路ボードは、検知されないまま放電することがあります。本製品は当社独自の特許技術である

ESD 保護回路を内蔵してはいますが、デバイスが高エネルギーの静電放電を被った場合、損傷を生じる可能性があります。

したがって、性能劣化や機能低下を防止するため、ESD に対する適切な予防措置を講じることをお勧めします。 

https://www.analog.com/jp/index.html
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ピン配置およびピン機能の説明

図 3. 6 ピン LFCSP のピン配置

図 4. 5 ピン TSOT のピン配置 

端子説明

表 5. 端子説明 

端子 

名称 説明 

6 ピン

LFCSP 
5 ピン

TSOT 

1 5 VOUT 安定化された出力電圧。VOUTは、2.2µF 以上のコンデンサで GND にバイパスしてください。 

2 4 SENSE/ADJ センス入力（SENSE）。負荷に接続してください。外付けの抵抗分圧器を使用することで、固定出

力電圧（ADJ）より高い出力電圧にも設定できます。

3 2 GND グラウンド。

4 3 EN 
LDO の動作を制御するイネーブル・ピン。EN をハイにするとレギュレータがオンになります。EN
をローにするとレギュレータがオフになります。自動スタートアップの場合は、EN を VINに接続し

てください。

5 Not 
applicable SS 

ソフト・スタート。このピンに接続される外付けコンデンサによって、ソフト・スタート時間が決

まります。標準のスタートアップ時間（400µs）を使用する場合、このピンはオープンにしてくださ

い。このピンはグラウンドに接続しないでください。

6 1 VIN レギュレータの入力電源。VINは、2.2µF 以上のコンデンサで GND にバイパスしてください。

EP 
露出パッド。パッケージ底面の露出パッドは熱性能を強化します。露出パッドは、パッケージ内部

で GND に電気的に接続されています。露出パッドは基板のグランド・プレーンに接続することを推

奨します。

https://www.analog.com/jp/index.html
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代表的な性能特性 

特に指定のない限り、VIN = VOUT + 1Vまたは 2.7V（いずれか大きいほう）、VOUT = 5V、IOUT = 10mA、CIN = COUT = 2.2µF、TA = 25ºC。 

図 5. 出力電圧（VOUT）とジャンクション温度（TJ）の関係 

図 7. 出力電圧（VOUT）と入力電圧（VIN）の関係 

図 9. 様々な入力電圧（VIN）での 
シャットダウン電流（IGND-SD）と温度の関係

図 6. 出力電圧（VOUT）と負荷電流（ILOAD）の関係 

図 8. グラウンド電流（IGND）とジャンクション温度（TJ）の関係 

図 10. ドロップアウト電圧（VDROPOUT）と 
負荷電流（ILOAD）の関係、VOUT = 5V 

https://www.analog.com/jp/index.html
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図 11. ドロップアウト時における出力電圧（VOUT）と 
入力電圧（VIN）の関係、VOUT = 5V 

図 13. 出力電圧（VOUT）と負荷電流（ILOAD）の関係、 
VOUT = 3.3V 

図 15. グラウンド電流（IGND）と 
ジャンクション温度（TJ）の関係、VOUT = 3.3V 

図 12. 出力電圧（VOUT）とジャンクション温度（TJ）の関係、
VOUT = 3.3V 

図 14. 出力電圧（VOUT）と入力電圧（VIN）の関係、 
VOUT = 3.3V 

図 16. ドロップアウト電圧（VDROPOUT）と 
負荷電流（ILOAD）の関係、VOUT = 3.3V 

https://www.analog.com/jp/index.html
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図 17. ドロップアウト時における出力電圧（VOUT）と 
入力電圧（VIN）の関係、VOUT = 3.3V 

図 19. 様々なヘッドルーム電圧での電源電圧変動除去比

（PSRR）と周波数の関係、VOUT = 5V 

図 21. ライン過渡応答、ILOAD = 200mA、VOUT = 5V、 
CH1 = VIN、CH2 = VOUT 

図 18. 様々な入力電圧（VIN）でのソフト・スタート（SS）電流

と温度（TJ）の関係、VOUT = 5V 

図 20. 負荷過渡応答、ILOAD = 1mA～200mA、VOUT = 5V、 
VIN = 7V、CH1 =負荷電流（ILOAD）、CH2 = VOUT 

図 22. 負荷過渡応答、ILOAD = 1mA～200mA、VOUT = 3.3V、 
VIN = 5V、CH1 =負荷電流（ILOAD）、CH2 = VOUT 

https://www.analog.com/jp/index.html
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図 23. ライン過渡応答、ILOAD = 200mA、VOUT = 3.3V、 
CH1 = VIN、CH2 = VOUT 

図 25. ライン過渡応答、ILOAD = 200mA、VOUT = 1.8V、 
CH1 = VIN、CH2 = VOUT 

図 24. 負荷過渡応答、ILOAD = 1mA～200mA、VOUT = 1.8V、 
VIN = 3V、CH1 =負荷電流（ILOAD）、CH2 = VOUT 

https://www.analog.com/jp/index.html
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動作原理 

ADPL44002 は、2.7V～40V で動作し、最大 200mA の電流を出力する低静止電流の LDO リニア・レギュレータです。全負荷時に流れる静

止電流が 240µA（代表値）と低いため、ポータブル機器に最適です。シャットダウン時の消費電流は室温で 3µA（代表値）未満です。 

ADPL44002 は、小型の 2.2µF セラミック・コンデンサを使用することで最適化でき、優れたトランジェント性能を提供します。 

ADPL44002 の内部は、リファレンス（電圧源）、エラー・アンプ、PMOS パス・トランジスタで構成されています。出力電流は、エ

ラー・アンプによって制御される PMOS パス・デバイスを経由して供給されます。エラー・アンプはリファレンス電圧と出力からの帰還

電圧を比較して、その差を増幅します。帰還電圧がリファレンス電圧より低いと、PMOS デバイスのゲート電圧が低くなるので、通過す

る電流が増え、出力電圧が上昇します。帰還電圧がリファレンス電圧より高いと、PMOS デバイスのゲート電圧が高くなるので、通過す

る電流が減り、出力電圧が低下します。 

ADPL44002 には、1.8V～5.0V の範囲で 4 つの固定出力電圧オプションがあります。ADPL44002 のアーキテクチャでは、外付け分圧器を

使用することですべての固定出力電圧をより高い電圧に設定できます。例えば、5V の固定出力は、次式に従って 6V 出力に設定できます。 

ここで、R1 と R2 は図 26 に示す出力分圧器の抵抗です。 

調整可能な ADPL44002 の出力電圧を設定する場合は、式 3 の 5Vを 1.2V に置き換えます。 

図 26. 出力電圧を調整する場合の代表的なアプリケーション図 

SENSE/ADJ ピンの入力電流によって生じる出力電圧誤差を小さくするため、R2 の値は 200kΩ 未満にすることを推奨します。例えば、R1
と R2 が 200kΩでデフォルトの出力電圧が 1.2V の場合、調整後の出力電圧は 2.4V になります。25ºC での SENSE/ADJ ピンの入力電流を

10nA（代表値）とすると、SENSE/ADJ ピン入力電流によって生じる出力電圧誤差は 1mV、すなわち 0.04%になります。 

ADPL44002 では、EN ピンを使用して、通常動作状態で VOUTピンをイネーブル／ディスエーブルします。EN がハイのとき VOUTはオンに

なり、ENがローのとき VOUTはオフになります。自動スタートアップの場合は、ENを VINに接続します。 

https://www.analog.com/jp/index.html
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アプリケーション情報

設計ツール

ADPL44002 は設計ツールである LTpowerCAD®と LTspice®に対応しており、電源設計とシミュレーションのすべてを行うことができます。

設計ツールの詳細については、ADPL44002 の製品ページ（www.analog.com/jp/adpl44002）を参照してください。 

コンデンサの選択

出力コンデンサ

ADPL44002 は、省スペースの小型セラミック・コンデンサで動作するよう設計されていますが、等価直列抵抗（ESR）値に注意すれば、

汎用のコンデンサでも動作します。出力コンデンサの ESR は、LDO 制御ループの安定性に影響します。ADPL44002 を安定に動作させる

には、ESR が 0.3Ω以下で最小 2.2µFのコンデンサの使用を推奨します。負荷電流の変化に対する過渡応答も、出力コンデンサの影響を受

けます。大きな値の出力容量を使用すると、負荷電流の大きな変化に対する ADPl44002 の過渡応答を改善することができます。出力容量

が 2.2µFの場合の過渡応答を図 27 に示します。 

図 27. 出力過渡応答、VOUT = 5V、COUT = 2.2µF、CH1 =負荷電流、CH2 = VOUT

入力バイパス・コンデンサ

VIN と GND の間に 2.2µF のコンデンサを接続すると、特に入力の配線パターンが長い場合やソース・インピーダンスが高い場合に、PCB
レイアウトに対する回路の感度を下げることができます。出力コンデンサで 2.2µF を超える容量が必要な場合は、これに一致するよう入

力コンデンサの値を増やします。 

プログラマブルな高精度イネーブル

ADPL44002 では、EN ピンを使用して、通常動作状態で VOUTピンをイネーブル／ディスエーブルします。図 28 に示すように、EN の電圧

が上昇して 1.2V（公称値）の上側閾値を上回ると、VOUT がオンします。EN の電圧が下降して 1.1V（公称値）の下側閾値を下回ると、

VOUTがオフします。EN 閾値のヒステリシスは約 100mV です。 

https://www.analog.com/jp/index.html
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図 28. EN ピン動作に対する代表的な VOUT応答 

上側と下側の閾値は、2個の抵抗を使用して公称 1.2Vの閾値より高く設定することができます。抵抗値 REN1と REN2は次式によって求めら

れます。 

ここで、VINは目的のオン電圧です。 

ヒステリシス電圧は(REN1 + REN2)/REN2倍に増加します。図 29 に示す例では、イネーブル閾値は 3.6V で、ヒステリシスは 300mVです。 

図 29. EN ピンの代表的な分圧器 

EN ピンの代表的なヒステリシスを図 28 に示します。このヒステリシスは、EN ピンが閾値を通過するときに EN のノイズにより発生する

おそれのあるオン／オフ発振を防止します。 

https://www.analog.com/jp/index.html
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ソフト・スタート 
ADPL44002 は内部ソフト・スタート機能を使って、出力をイネーブルしたときの突入電流を制限します（SS ピンがオープンになってい

る場合）。3.3Vオプションでのスタートアップ時間は、ENのアクティブ閾値を通過してから出力が最終値の 90%に達するまでの約 400µs
です。図 30 に示すように、スタートアップ時間は出力電圧の設定値には依存しません。 
 

 
図 30. 代表的なスタートアップ動作 

外付けコンデンサを SS ピンに接続することでソフト・スタート時間を設定します。SS ピンをオープンにすることで標準のスタートアッ

プ時間である 400µs にできます。このピンはグラウンドに接続しないでください。外付けのソフト・スタート・コンデンサ（CSS）を使用

した場合のソフト・スタート時間は次式で求められます。 
 

 
 

ここで、tSTARTUP（OPEN）は CSS =（OPEN）時のスタートアップ時間（代表値 400µs）、  
 
CSSはソフト・スタート・コンデンサ（F）、 
 
ISSは、ソフト・スタート電流（代表値 1.15µA）です。 

 

 
図 31. 様々な CSSでの代表的なソフト・スタート動作 
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調整可能モードの ADPL44002 でのノイズ低減 
ADPL44002は、LDOのエラー・アンプをユニティ・ゲインに保ち、リファレンス電圧と出力電圧を同じ値に設定することで超低出力ノイ

ズを実現しています。従来の感覚で考えると、出力電圧を調整できるLDOではこのアーキテクチャは機能しません。しかし、ADPL44002
のアーキテクチャでは、外付け分圧器を使用することですべての固定出力電圧をより高い電圧に設定できます。例えば、5V の固定出力は、

式 3 に従って 10V 出力に設定できます（図 32 を参照）。 

この方法でADPL44002を使用した場合のデメリットは、出力電圧に比例した出力電圧ノイズが生じることです。そのため、目標電圧に近

い固定出力電圧を選択することで出力ノイズの増加を抑えるのが最善です。 

調整可能な LDO の回路を修正することで、固定出力の ADPL44002 が持つノイズに近いレベルまで出力電圧ノイズを低減させることがで

きます。図 32に示す回路では、出力電圧設定用の抵抗分圧器に 2つの部品が追加されています。CNRとRNRをR1 に並列に追加で接続する

ことで、エラー・アンプの AC ゲインを低減します。RNRは R2 に対して小さい値を選択します。RNRを R2 の 1%～10%の値にした場合、

エラー・アンプの最小 ACゲインはおよそ 0.1dB～0.8dBです。実際のゲインは、並列接続されたRNRとR1の組み合わせによって決まりま

す。このゲインにより、エラー・アンプは常にユニティ・ゲインよりわずかに大きなゲインで動作します。 

CNR は、1Hz～50Hz の周波数範囲のリアクタンスが R1 − RNR になるものを選定します。この設定によって、エラー・アンプの AC ゲイン

が DC ゲインより 3dB 低くなる周波数に設定されます。 

図 32. ノイズを低減させる修正回路 

ノイズ低減がスタートアップ時間に及ぼす影響

ADPL44002 のスタートアップ時間はノイズ低減回路の影響を受けるため、電源シーケンスが重要なアプリケーションではこれを考慮する

必要があります。 

ノイズ低減回路はフィードバック・ループに極を形成し、スタートアップ時間を長くします。調整可能モデルでノイズ低減回路を使用し

た場合のスタートアップ時間は、次式を使用して近似できます。 

図 32に示すようにCNRが 1µF、RNRが 1kΩ、R1が 91kΩの場合、スタートアップ時間は約 0.5秒です。SSNRTIMEが SSTIMEより大きい場合、

スタートアップ時間の長さはソフト・スタート・コンデンサではなく SSNRTIMEによって決まります。 
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電流制限と熱過負荷

ADPL44002 は、過電流保護回路と熱過負荷保護回路により過大な消費電力による損傷から保護されています。ADPL44002 は、出力負荷

が 360mA（代表値）に達すると、電流を制限するように設計されています。出力負荷が 360mA を超えると、出力電圧を下げて一定の電

流制限値に維持します。 

また、ジャンクション温度を最大 150ºC（代表値）に制限する熱過負荷保護機能を備えています。過酷な条件下（周囲温度や消費電力が

高い場合など）でジャンクション温度が 150ºC を超えて上昇し始めると、出力がオフになり、出力電流がゼロまで減少します。ジャンク

ション温度が 135ºC を下回ると、出力は再びオンになり、出力電流は動作値に戻ります。 

VOUTからグラウンドへのハード短絡が発生する場合を考えます。まず、ADPL44002の電流制限により、360mAだけ短絡箇所に流れます。

ジャンクションの自己発熱が非常に大きくなって 150ºC を超えると、サーマル・シャットダウン機能が作動して、出力がオフになり、出

力電流はゼロまで減少します。ジャンクション温度が下がり 135ºC を下回ると、出力がオンになって短絡箇所に 360mA の電流が流れ、

ジャンクション温度が再び 150ºC を超えます。135ºC と 150ºC の間で発生するこの熱発振により、360mA と 0mA の間で電流発振が発生し

ます。出力が短絡状態にある限り、この発振は継続します。 

電流制限と熱制限の保護機能は、偶発的な過負荷状態からデバイスを保護します。信頼性の高い動作を実現するには、ジャンクション温

度が 125ºC を超えないようにデバイスの消費電力を外部で制限します。 

プリント回路基板レイアウトに関する考慮事項 

ADPL44002 のピンに接続する銅の量を増やすことによりパッケージからの放熱を改善することができます。ただし、最終的には効果の限

界点に達して、それ以上銅の面積を増やしても放熱を大きく改善できなくなります。 

入力コンデンサは VINピンと GNDピンのできるだけ近くに配置します。出力コンデンサは VOUTピンと GNDピンのできるだけ近くに配置

します。0805 または 1206 サイズのコンデンサと抵抗を使うと、面積に制約のあるボード上で最小のフットプリント・ソリューションを

実現できます。 
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図 33. LFCSP の PCB レイアウト例 

図 34. TSOT の PCB レイアウト例 
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外形寸法 

図 35. 6 ピン・リード・フレーム・チップ・スケール・パッケージ［LFCSP］2.00mm × 2.00mm ボディ、0.55mm パッケージ高（CP-6-3） 
単位：mm 

図 36. 5 ピン、薄型スモール・アウトライン・トランジスタ・パッケージ［TSOT］（UJ-5） 
単位：mm 
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オーダー・ガイド

表 6. オーダー・ガイド 

1 Z = RoHS 準拠製品 

表 7. 出力電圧オプション 

1 その他の電圧オプションについては、最寄りのアナログ・デバイセズ販売代理店にお問い合わせください。 

表 8. 評価用ボード 

1 Z = RoHS 準拠製品。 
2 評価用ボードは調整可能な ADPL44002製品を使用して事前設定されています。 
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改訂履歴 

版数 改訂日 説明 改訂ページ 

0 10/24 市場投入のため初期リリース —
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